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ル方言(以下ソウル方言)では-eykey, -hantey, -ey にあたるものだと考えられる。以下の例文は、
筆者 1作例であり、延辺方言でよく耳にする表現である。 
 
(1) emma-ntey  kata.      (2) namu-ntey  kata. 
「母-ところに行く。」      「木-ところに行く。」 
 
 例文(1)は活動名詞 2に、(2)は非活動名詞にそれぞれ-(i)ntey が付いている。ソウル方言の







本稿では紙幅の都合上、崔花(2010, 2011) のみをとりあげる。 
崔花(2010)では、-(i)ntey を-ey とは別個に存在する処格助詞とし、終着点、swuhyeyca(恩
恵を受ける者)、動作主の意味機能があると述べている。崔花(2011)は、延辺方言の処格(ce 
kak)助詞を-ey, -mey, -eyse, -meyse, -se, -n, -ntey, eyta, -eytaka, -ta, -taka, -tatayku, -eykey, -poku, 
-hantey, -hanteyse, -ntey, -intey, inteyse に分けている(太字が本稿で扱っている-(i)ntey に対応




                                                        












(3) ulithim-eyse  phyohyenhan  ku  ip-ey-ta  kuttipun  paluku  yecatul-ui
kinyangmal-uswukkwungki-pute  mokaci-nteykaci  tulissuku.
「我々のチームで表現した、あの口紅を塗って女性達のストッキングを旋毛-から首の
辺り-まで被って。」 







話の例文を増やすために、mannamuy  kwangcang  cwungkwuk  yenpyen  chapey「出会い
の広場、中国延辺カフェ」というサイトから与格を表す表現の例文を探した。このサイト







一編で 10 分～20 分の漫才 6 編(詳細は稿末)から-(i)ntey, -hantey, -ekey, -ey を含めた与格的




表 1: 漫才による調査結果 3 
表現 -(i)ntey -hantey –ey -lu/-u 省略 -mey -ta -pokwu -ka/-kka
例数 9 1 65 8 3 1 1 1 1 
割合 10 1 72 9 3 1 1 1 1 
表 2: インターネット資料による調査結果 
表現 -(i)ntey -eykey -hantey -ey -u/-lu 省略 -mey -ta -pokwu -hakwu -ka/-kka
例数 9 3 12 128 4 0 2 3 7 5 2 
割合 5 2 7 73 2 0 1 2 4 3 1 
漫才からの調査結果では、-(i)ntey の例文が 8 例であるのに対し、-hantey の例文は、1 例
しか現れていない。これは延辺方言では、標準語の-hantey に代わって-(i)ntey が使われる割
合が高いことを表す。これに対し、インターネット調査では、-hantey の例が 12 例現れた。
さらに、漫才の調査では現れなかった-eykey, -hako, -lo は、話し言葉ではあまり使われない
表現で、話し言葉では、-eykey より-(i)ntey, -hako より-pokwu4 , -kka、-lo より-lwu/lu が使わ
れる傾向にある。これはインターネット資料は、話し言葉で書かれたものとはいえ、文書









(5) emma-ka  catongcha  (   )  issta. 
「母が車(     )いる」
2 回目は、一回目の調査結果を参考に、-(i)ntey を用いた例文を提示し、自然に使えると
答えた例文には「○」、意味は通じるがあまり使わない例文には「△」、使えない例文には「×」
として判定してもらった。以下の表 3 はインフォーマントの情報である。 
3 朝鮮語・標準語では、-lo/ulo は延辺方言で、u /lu にあたり、poko は pokwu に、-hako は-hakwu にあたる
が、本稿では話し言葉の u /lu, pokwu,, -hakwu に統一する。 




表 3: インフォーマントの情報 
調査対象 性別 出生年 延辺での居住歴
A 男 1954 1954～2016 
B 女 1960 1960～2016 
C 男 1971 1971～1991 
D 女 1980 1980～2000 
E 女 1982 1982～2002 
F 女 1986 1986～2005 












事柄、行為の場所 moita(集まる), salta(住む), ancta(座る). 
移動の場所 kata(行く), tochakhata(到着する), tanita(通う). 
範囲の場所 -eyse(pwuthe) -ey(kkaci)/ilunun-/kelchinun-(～から～まで/わたる～/かける～). 
接触の場所 pwuthta(付く), mwucta(付く), kitayta(寄りかかる), pwuticchita (ぶつかる). 
目的地、対象としての場所 nehta(入れる), twuta(置く), ssuta(書く), tamta (入れる), 
sitta(載せる). 
2.対象
受け取る対象 tayta(与える), cwuta(やる), pachita(納める). 














付きやすい。さらに「～の辺り、～のほうに」を現す-motay, -ccokey といった表現も現れた。 


































(10) ce  papsang-intey  moyela.
「あの食卓-に集まって。」





(12) meli-pwuthe  palkkuth-intey-kkaci  kkongkkong  ssamayssta.
「頭から足先-まで全部包む。」
(13) 70nyentay-eyse  *80nyentay-ntey  kelchyese.
「70 年代から 80 年代-にかけて。」
4.1.4. 接触の場所 
接触の場所について、1 回目の書き込み調査でインフォーマント全員が用いた与格表現は















名詞よりは自然に出来るという結果となった。特に動物は絶対、-eykey, -hantey, -(i)ntey のう
ちどちらかをとり、-ey は取れない。植物の場合は、-ey, -(i)ntey どちらも用いることが出来
た。
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【漫才】




「puksan  cipey  kaca/北山の家に帰ろう」https://www.youtube.com/watch?v=8-uZYl8TRSg 
「mintulleymuyekkongsa/タンポポ貿易会社」https://www.youtube.com/watch?v=cFnNBHgmZsA 
【インターネット掲示板】
http://cafe.daum.net/cnyanbianliu「出会いの広場、中国延辺カフェ」 
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